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昨年１年間に全国の山で遭難したのは３１１１人（前年比１８２人増）で、うち死者・行方不明者

は３５４人（前年比３５人増）に上った。いずれも統計の残る１９６１年以降最多。

警察庁が２１日発表した。

• 低い山でも遭難するの？低い山でも遭難するの？低い山でも遭難するの？低い山でも遭難するの？ 専門家「高い山より危険」専門家「高い山より危険」専門家「高い山より危険」専門家「高い山より危険」

中高年の登山ブームの高まりを背景に、６０～７０代の遭難者が４５・３％を占め、死者・行方不

明者でも６０歳以上が２２９人で６４・７％だった。全体の遭難者の原因は道に迷った人が４０・２％

と最も多く、警察庁の担当者は「体力や経験を過信せず、安全な登山計画を立ててほしい」。今

年も５月、新潟県で山に登った親子が行方不明になり、遺体で見つかった。都道府県別では、長

野が遭難者 ３２７人、死者・行方不明者６３人でいずれも

最も多かった。外国人の遭難者は、１２１人（前年比２８人

増）と、統計を取り始めた２０１３年の２・８倍になり、初め

て１００人を超えた。目的別では登山とスキーが４９人ず

つで、名所や遺跡を訪ねる観光１７人、自然を歩いて楽し

むハイキング４人、風景撮影２人。死者４人、負傷者４０

人だった。警察庁は日本を訪れる外国人が今後も増え、

遭難も多くなるとみて「登る前に危険な場所や安全に下

山できるルートを調べてほしい」と呼びかけている。

安全な山登りのために安全な山登りのために安全な山登りのために安全な山登りのために警察庁警察庁警察庁警察庁が呼びかける注意事項が呼びかける注意事項が呼びかける注意事項が呼びかける注意事項

・体力や経験に合った山とコースを選び、日程を決める

・十分な装備と食料を用意し、余裕のある登山計画を作る

・滑落の危険がある場所や途中から下山できるルートを調べる

・気候に合った服装を選び、地図やコンパスを準備する

・単独登山を避け、信頼できるリーダーを中心に複数で登る

・登山計画書を家族や職場、登山口の「登山届ポスト」に出す

・視界や体調が悪くなったら来た道を戻り、登山を中止する

・ＧＰＳ機能付きの携帯電話と予備バッテリーを持つ


